
少
女
雑
誌「
そ
れ
い
ゆ
」・「
ひ

ま
わ
り
」の
編
集
・
主
宰
者
と
し
て

知
ら
れ
た
中
原
淳
一（
一
九
一
三

〜
一
九
八
三
）は
、画
家
で
あ
り
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
り
、創
作
人
形

作
家
で
も
あ
り
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
天
賦
の
才
能
を

発
揮
し
ま
し
た
。　
今
で
い
う
マ

オ
シ
ャ
レ
の
夢
と
あ
こ
が
れ

全
国
で
頻
発
し
て
い
る
子
ど

も
に
対
す
る
犯
罪
を
防
止
す
る
た

め
、館
山
地
区
防
犯
協
力
会（
会
長

小
幡
一
宏
　
指
導
員
40
人
）で
は
、

地
域
の
子
ど
も
の
安
全
を
守
ろ
う

と
自
主
的
に
立
ち
上
が
り
、交
代

で
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
パ
ト
ロ
ー
ル
は
地
区
内
の
防
犯

指
導
員
が
仕
事
の
都
合
を
つ
け
な

が
ら
、平
日
は
週
２
回
、２
〜
３
班

編
成
で
、館
山
小
学
校
の
下
校
時

間
で
あ
る
３
時
ご
ろ
、通
学
路
を

中
心
に
１
時
間
半
か
ら
２
時
間
ほ

ど
実
施
し
ま
す
。　
　

先
月
７
日
は
館
山
小
の
入
学

式
。こ
の
日
は
新
入
生
と
入
学
式

市
民

シリーズ

21５
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「
地
域
で
子
ど
も
の
安
全
を
守
ろ
う
」と

誰
か
ら
と
も
な
く
声
が
あ
が
り
ま
し
た

　
市
立
博
物
館
の
６
月
の
休
館
日
は
、

６
日
、13
日
、20
日
、27
日
で
す
。

塩
見
海
岸
の
中
原
淳
一
記
念
碑

【お知らせ】市立博物館では来春、中原淳一の展覧会を企画しています。情報を博物館へお寄せください。（�23－5212）

ル
チ
タ
レ
ン
ト
の
淳
一
は
、そ
の

い
や

疲
れ
た
身
心
を
癒
す
た
め
、静
か

な
館
山
市
の
塩
見
海
岸
で
暮
ら

し
、世
の
少
女
た
ち
に
オ
シ
ャ
レ

の
情
報
を
発
信
し
続
け
た
の
で
し

た
。若

者
の
可
能
性
を
見
出
し
育

て
た
淳
一
の
下
に
は
、大
勢
の
若

者
が
慕
い
集
い
ま
し
た
。デ
ザ
イ

ナ
ー
の
芦
田
淳
や
、内
藤
ル
ネ
、

シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
の
高
英
男
な
ど

も
そ
の
ひ
と
り
で
す
。土
地
の

人
々
と
も
親
し
く
交
わ
り
、佐
野

ち
ぇ
り
こ

桜
子
さ
ん（
市
内
大
賀
）は
、淳
一

か
ら
人
形
制
作
の
手
ほ
ど
き
を
受

け
た
と
言
い
ま
す
。

こ
う
し
て
25
年
間
過
ご
し
た

淳
一
は
、昭
和
58
年
４
月
19
日
に

友
人
た
ち
に
見
守
ら
れ
て
永
眠
し

ま
し
た
。戦
争
と
い
う
暗
い
時
代

に
あ
っ
て
少
女
た
ち
に
心
の
美
し

さ
、個
人
の
尊
さ
を
優
し
く
説
い

た
70
歳
の
生
涯
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
20
年
。淳
一
に
見
出

さ
れ
た
ひ
と
り
で
も
あ
る
詩
人
の

い
さ
か
わ

諫
川
正
臣
さ
ん（
市
内
上
真
倉
）

は
、終
焉
の
地
に
記
念
碑
を
建
立

し
ま
し
た
。横
159
㎝
、高
さ
103
㎝
あ

る
黒
御
影
石
の
碑
面
に
は
淳
一
自

作
の
詩
が
刻
ま
れ
、淳
一
の
心
を

今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

も
し
こ
の
世
の
中
に
、風
に
ゆ
れ
る

「
花
」が
な
か
っ
た
ら
、人
の
心
は
も
っ
と

も
っ
と
、荒
ん
で
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

も
し
こ
の
世
の
中
に 

「
色
」が
な
か
っ

た
ら
、人
々
の
人
生
観
ま
で
も
変
わ
っ
て

い
た
か
も
し
れ
な
い
。

も
し
こ
の
世
の
中
に 

「
信
じ
る
」こ
と

が
な
か
っ
た
ら
、一
日
と
し
て
安
心
し
て

は
い
ら
れ
な
い
。

も
し
こ
の
世
の
中
に 

「
思
い
や
り
」が

な
か
っ
た
ら
、淋
し
く
て
、と
て
も
生
き
て

は
い
ら
れ
な
い
。

も
し
こ
の
世
の
中
に 

「
小
鳥
」が
歌
わ

な
か
っ
た
ら
、人
は
頬
笑
む
こ
と
を
知
ら

な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

も
し
こ
の
世
の
中
に 

「
音
楽
」が
な

か
っ
た
ら
、こ
の
け
わ
し
い
現
実
か
ら
逃

れ
ら
れ
る
時
間
が
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

も
し
こ
の
世
の
中
に 

「
詩
」が
な
か
っ

た
ら
、人
は
美
し
い
言
葉
も
知
ら
な
い
ま

ま
で
死
ん
で
ゆ
く
。

も
し
こ
の
世
の
中
に 

「
愛
す
る
心
」が

な
か
っ
た
ら
、人
間
は
誰
も
が
孤
独
で
す
。

佐野桜子さん製作の人形

塩見の民宿たろべに建つ記念碑の除幕式

記念碑に刻まれた淳一の詩

に
参
加
し
た
６
年
生
が
11
時
過
ぎ

に
下
校
し
ま
し
た
。こ
の
日
集

ま
っ
た
９
人
の
指
導
員
は
、児
童

の
下
校
を
校
門
付
近
で
声
を
か
け

見
守
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、館
山

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ（
会
長
田
辺
祐
治
）

で
は
、防
犯
協
力
会
と
協
力
し
た

パ
ト
ロ
ー
ル
を
計
画
し
て
い
ま

す
。館

山
地
区
防
犯
協
力
会
の
小

幡
一
宏
会
長
は「
わ
れ
わ
れ
が
通

学
路
に
立
っ
て
い
る
こ
と
が
抑
止

力
と
な
っ
て
、犯
罪
の
発
生
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
に
な
れ
ば
と
は
じ

め
ま
し
た
。防
犯
指
導
員
が
仕
事

の
都
合
を
つ
け
、交
代
で
通
学
路

に
立
ち
ま
す
。地
域
を
あ
げ
て
、子

ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
り
た
い
で

す
ね
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

館
山
小
学
校
の
武
田
愛
雄
校

長
は「
こ
の
よ
う
な
地
域
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
み
な
さ
ん
の
対
応
は
、た
い

へ
ん
頼
も
し
く
感
謝
し
て
い
ま

す
。　
学
校
も
地
域
と
協
力
し
て
、

児
童
の
安
全
に
努
め
て
い
き
ま

す
」と
決
意
を
表
明
。

市
内
の
各
小
中
学
校
で
も
、地

域
の
実
情
に
応
じ
、地
域
住
民
と

協
力
し
児
童
・
生
徒
の
安
全
を
守

る
対
応
を
推
進
し
て
い
ま
す
。（
関

連
記
事
２
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

PHOTO／地域の子どもを守ろう館山地区防犯指導員と館山小関係者のみなさん

児童を見送る防犯指導員のみなさん
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５月１日号



さ
い
る
い

 

催
涙
ス
プ
レ
ー
や
パ
ト
ロ
ー
ル
用
腕
章
を
配
布

　 

３
月
に
大
阪
府
の
小
学
校
で
発
生
し
た
、教
職
員
に
対
す
る
殺

傷
事
件
を
受
け
て
市
教
育
委
員
会
で
は
、幼
稚
園
や
小
中
学
校
で

の
防
犯
対
策
と
し
て
ス
テ
ッ
カ
ー
、催
涙
ス
プ
レ
ー
、パ
ト
ロ
ー
ル

用
腕
章
を
配
布
し
ま
し
た
。事
件
後
す
ぐ
臨
時
小
中
校
長
会
議
を

開
催
し
緊
急
の
対
応
策
を
協
議
し
ま
し
た
。

　「
こ
ど
も
110
番
ス
テ
ッ
カ
ー
」は
各
学
校
か
ら
協
力
を
得
ら
れ
る

家
に
配
布
し
、子
ど
も
た
ち
が
危
険
を
感
じ
た
と
き
に
い
つ
で
も

逃
げ
込
め
る
家
と
し
て
表
示
さ
れ
ま
す
。

　
防
犯
用
催
涙
ス
プ
レ
ー
は
130
本
購
入
し
、幼
稚
園
の
各
教
諭
と

講
師
に
は
１
人
に
つ
き
１
本
ず
つ
携
帯
さ
せ
る
ほ
か
、小
中
学
校

に
は
学
校
規
模
に
応
じ
て
、３
本
か
ら
14
本
配
布
し
ま
す
。

　
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
用
の
腕
章
は
、学
校
職
員
や
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
が
パ
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
際
に
装
着
し
て
も
ら
う
た

め
、各
校
３
枚
ず
つ
配
布
し
ま
し
た
。

せら知お

23 だん暖たてやま 平成17年5月１日

（8）館山外洋ヨットクラブたてやまの

5月病をやっつけよう

ヨ
ッ
ト
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
開
催
し
海
洋
文
化
振
興
に
寄
与

館山外洋ヨットクラブ

ヨ
ッ
ト
で
館
山
湾
の
魅
力
づ
く
り
に
貢
献

▲ヨットピクニックで海水浴

春5月、みなさん、心は健康ですか？
　よく耳にする『５月病』と言われるように、新年度4月の環境の変
化から、心や体に負担が出てくるのが5月頃なのです。　職場や学
校など、生活に少し落ち着いた頃、心寂しくなったり、自信をなくし
たり、うつ症状・そんな5月、心の健康管理方法をお伝えします！　
問合せ／健康課（�23－3113）

☆こんな徴候は特に注意！
　・サザエさんブル－（日曜日、夕方になると、明日からのことを考えると落ち込む）
　・帰宅恐怖症候群　（家路につくと体調が悪くなったり、不眠・イライラになる）

から

　・空の巣症候群　　（子どもが成長し、家を出て行き、心も空になってしまう状態）
　・ワーカーホリック症候群　（仕事中毒症、仕事中心の生活で家族と不和になる）

　　　　ストレスは人生のスパイス
～ストレスがない人はいません。
　　　上手に発散させることが大事です～

☆こんな症状には要注意！
　・抑うつ・イライラ・不眠・集中力低下
　・怒りっぽい・協調性に欠ける
　・よく泣く・やる気、根気がない・吐き気・下痢

　☆心の健康を維持するための10か条
① 完全をめざさない。（60点ぐらいで良しとしましょう）
② 愚痴（相談）の効用。（話すことで心のつらさが洗い流されます）
③「酒は百薬の長」ですが・・・飲みすぎると「酒は百毒の長」になります。
④ 趣味、レクリエ－ションの効用。（いろいろな人とつきあうことで心が豊かになります）
⑤ 思い切り休むことの効用。（3日以上、距離を置いて自分、日常生活から離れて休息しましょう）
⑥「無病息災」よりも「１病息災」・・病気の1つや2つは当たり前です。
⑦ 病気の克服よりも病気と上手に付き合う気持でいましょう。
⑧ 家庭は心の健康の基地（外にでると誰でも緊張し、疲れるものです。安らげる家庭が理想です）
⑨ いろいろな考え方、価値観がもてることは大人の証拠です。（心のゆとりが大切です）
⑩ 時には、自分のありたいように振舞ってみることも大切です。

☆自分らしい生き方・・前向きに生きていく人・・生きがい、夢を持って毎日を過ごしましょう！
　心が病んできたかなと思ったら、1人で悩まず、家族、友人、医師や保健師へご相談ください。

館
山
外
洋
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ

（
平
成
14
年
12
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
認
証
）は
、館
山
湾
を
愛
す
る

ヨ
ッ
ト
マ
ン
の
活
動
を
組
織
的

に
推
進
し
て
、海
上
交
通
の
安

全
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、広

く
海
洋
文
化
を
市
民
に
普
及
す

る
た
め
の
事
業
を
行
い
、海
辺

の
ま
ち
館
山
の
文
化
振
興
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

活
動
は
館
山
湾
で
メ
ン
バ
ー

が
愛
好
す
る
ヨ
ッ
ト
を
使
っ
て

の
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
。特

に
前
身
の
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
時
代

か
ら
25
年
以
上
、毎
年
春
夏
の

２
回
、市
民
を
招
待
し
て
開
催

し
て
い
る「
ヨ
ッ
ト
ピ
ク
ニ
ッ

ク
」は
、海
の
楽
し
さ
・
素
晴
ら

し
さ
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
う
機
会
と
し
て
定
着
し
て
い

ま
す
。た
て
や
ま
海
ま
ち
フ
ェ

ス
タ
で
は
ヨ
ッ
ト
乗
船
体
験
に

協
力
し
、100
人
も
の
来
訪
者
が

参
加
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、姉
妹
都
市
ベ
リ
ン
ハ

ム
の
関
係
で
ポ
ー
ト
ス
テ
ィ
ー

ブ
ン
ス
市
や
ナ
ホ
ト
カ
市
な
ど

と
の
ヨ
ッ
ト
を
通
じ
て
交
流
を

続
け
て
い
ま
す
。

「第９回ふるさとイベント大賞」
部門賞受賞

千葉県内で初の栄誉　

　館山の秋の恒例行事として定着している「南総里見ま
つり」が、財団法人地域活性化センター主催の第９回ふ
るさとイベント大賞の部門賞(産業・観光部門)を受賞し
ました。この賞は、日本各地で開催されている地域イベ
ントのうち、特に斬新かつ独創的で地域性を生かしたイ
ベントを表彰するもので、千葉県内ではじめての栄誉。
　戦国武将里見氏、南総里見八犬伝の舞台の地という歴
史的資源を活用し、手作り甲冑による市民の里見武者行
列、各地区から出祭される山車やみこしのパレードな
ど、市民ぐるみで地域の魅力を創り出していることが評
価されたものです。

南総里見まつり

    先月11日、辻田市長と茂呂喜好観光協会会長が出席し東京都
千代田区の東商ホールで開催された「地域活性フォーラム」で、昨
年度、国内で開催された産業・観光部門を代表するイベントとし
て表彰されました。
    表彰を受けた辻田市長は「南総里見八犬伝という日本を代表す
る文学作品を祭りに生かしたこと、またこの地域だけでなく、群
馬県の榛名など里見ゆかりの地から八犬士を集めるなどのアイデ
アが評価され、まちづくりにもつながるものとして、栄誉ある賞
を受賞できました。これからも賞に恥じないよう、南総里見まつ
りを開催していきたい」と話していました。

～メンタル・ヘルスのヒント～

会長／山口弘之
事務所／館山84-8
会員数／70人
電話／23－5746
活動分野／まちづくり　
学術・文化・芸術・スポー
ツ　子ども
設立／平成14年12月

　
ま
た
、館
山
警
察
署
管
内
の
小
学

校
の
新
入
生
の
児
童
と
中
学
校
の
新

１
年
生
女
子
生
徒
を
対
象
に
、館
山

警
察
署
管
内
防
犯
協
力
会
連
合
会
か

ら
防
犯
ブ
ザ
ー
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ブ
ザ
ー
は
、ラ
イ
ト
の
点
滅

や
警
告
音
に
よ
り
危
険
を
伝
え
ま

す
。

　
問
合
せ
／
ス
テ
ッ
カ
ー
、催
涙
ス

プ
レ
ー
は
庶
務
施
設
課（
�
22
―
３

６
８
５)

、腕
章
は
学
校
教
育
課（
�

22
―
３
６
９
４)

、防
犯
ブ
ザ
ー
は
社

会
安
全
課（
�
22
―
３
４
６
４
）

会
長
の
山
口
弘
之
さ
ん
は「
鏡
ケ

浦
ほ
ど
海
が
き
れ
い
で
、適
度
な
風

が
吹
き
、波
が
静
か
で
セ
イ
リ
ン
グ

に
適
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま

せ
ん
。セ
イ
リ
ン
グ
は
館
山
の
文
化

そ
の
も
の
で
す
。　

ヨ
ッ
ト
を
通
じ
て
館
山
の
魅
力

を
高
め
る
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
の
で
、多
く
の
皆
さ
ん
に
参
加
い

た
だ
き
、館
山
の
海
の
魅
力
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
」と
話
し
て
い
ま

す
。

受賞式での辻田市長と茂呂観光協会会長

不
測
の
事
態
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る

防
犯
ブ
ザ
ー
も
配
布

八犬士の行列（昨年のパレード）



　
満
65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、

県
内
の
施
設
で
入
場
優
待
、割
引

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　「
長
寿
の
し
ら
べ
」ま
た
は「
県

内
在
住
で
満
65
歳
以
上
で
あ
る

こ
と
を
証
明
で
き
る
証
明
書（
健

康
保
険
証
、年
金
手
帳
、運
転
免

許
証
、官
公
庁
が
発
行
す
る
証
明

書
で
年
齢
が
わ
か
る
も
の
、い
ず

れ
も
コ
ピ
ー
可
）」を
呈
示
す
る

65
歳
以
上
の
人
に
入
場
優
待
や
割
引

こ
と
で
、入
場
優
待
・
使
用
料
免
除

ま
た
は
入
場
料
金
が
割
り
引
か
れ

ま
す
。

　
今
年
度
該
当
す
る
施
設
は
次
の

と
お
り
で
す
が
、変
更
に
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

●
入
場
優
待
・
使
用
料
免
除
施
設

／
千
葉
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー（
千
葉
市
、

県
内
在
住
の
60
歳
以
上
か
ら
無

料
）、香
取
神
宮
宝
物
館（
佐
原

市
）、銚
子
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー（
銚
子

市
）、地
球
の
丸
く
見
え
る
丘
展

望
館（
銚
子
市
）、千
葉
県
こ
ど
も

の
国（
市
原
市
）、酒
々
井
ち
び
っ

こ
天
国（
酒
々
井
町
）、富
津
公
園

ジ
ャ
ン
ボ
プ
ー
ル
・
温
水
プ
ー
ル

（
富
津
市
）、幕
張
海
浜
公
園
日
本

庭
園
見
浜
園（
千
葉
市
）、県
立
美

術
館（
千
葉
市
）、県
立
中
央
博
物

館（
千
葉
市
）、県
立
中
央
博
物
館

分
館
・
海
の
博
物
館（
勝
浦
市
）、

県
立
現
代
産
業
科
学
館（
市
川

市
）、県
立
関
宿
城
博
物
館（
野
田

市
）、県
立
房
総
の
む
ら（
栄
町
）、

県
立
大
利
根
博
物
館（
佐
原
市
）、

県
立
総
南
博
物
館（
大
多
喜
町
）、

県
立
安
房
博
物
館（
市
内
）、県
立

上
総
博
物
館（
木
更
津
市
）、国
際

総
合
水
泳
場（
習
志
野
市
）、手
賀

の
丘
少
年
自
然
の
家（
柏
市
）、水

郷
小
見
川
少
年
自
然
の
家（
小
見

川
町
）、大
房
岬
少
年
自
然
の
家

（
富
浦
町
）、君
津
亀
山
少
年
自
然

の
家（
君
津
市
）、鶴
舞
青
年
の
家

（
市
原
市
）、東
金
青
年
の
家（
東
金

市
）、鴨
川
青
年
の
家（
鴨
川
市
）

【
各
少
年
自
然
の
家
・
青
年
の
家
は

宿
泊
施
設
を
除
く
】

●
入
場
割
引
施
設
／
鴨
川
シ
ー

ワ
ー
ル
ド（
鴨
川
市
）、鴨
川
市
太

海
フ
ラ
ワ
ー
磯
釣
セ
ン
タ
ー（
鴨

川
市
）、名
勝
仁
右
衛
門
島（
鴨
川

市
）、マ
ザ
ー
牧
場（
富
津
市
）、歴

史
の
里
芝
山
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム（
芝

山
町
）、芝
山
町
立
芝
山
古
墳
・
は

に
わ
博
物
館（
芝
山
町
）、ひ
め
は

る
の
里（
茂
原
市
）、鯛
の
浦【
遊
覧

船
】（
鴨
川
市
）、房
総
浮
世
絵
美
術

館（
長
柄
町
）

●「
長
寿
の
し
ら
べ
」呈
示
者
の

み
入
場
料
が
割
り
引
か
れ
る
施

設
／
白
浜
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク（
白

浜
町
）、湯
ぱ
ら
だ
い
す
佐
倉（
佐

倉
市
）

　
問
合
せ
／
県
高
齢
者
福
祉
課

（
�
043
―
223
―
２
３
２
８
）

45 だん暖たてやま 平成17年５月１日

平成16年度教育委員会表彰農作業委託の参考にお知らせします。（４月１日から適用）
　問合せ／農業委員会事務局（�22―3539）

◆トラクター・耕運機による耕運料金

◆機械刈取等料金

区　　分　　標準賃金　　　　備　　考
水田作業
畑作業
果樹収穫

6,000円
5,500円
5,500円

１日当たり
※実労働時間８時間

区　　分　　　料　　金　　　　備　　考
バインダー
コンバイン
ハーベスタ
機械植え
育苗

①10アール当たり
②人付　③結束用縄を含む

10アール当たり

成苗１箱当たり

区　　分　ほ場整備水田  従前の水田　　備　　考
水田耕起
くれ返し
代かき

　15,000円
※30アール整
田を基準とする

①10アール当たり
②人付耕運深度
　15㎝以上

23,000円

平成17年度農作業標準賃金

  8,000円
16,300円
  8,000円
  7,000円
     800円

　
市
で
行
政
相
談
員
を
務
め
る
、

鈴
木
久
代
さ
ん（
八
幡
525
―
13
、

�
24
―
１
８
５
１
）と
今
井
勇
さ

ん（
宝
貝
57
、
�
22
―
９
５
３
９
）

が
と
も
に
再
任
さ
れ
、４
月
１
日

い
し
ょ
く

付
け
で
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

　
２
人
は
、毎
月
開
か
れ
る
行
政

相
談
日
な
ど
に
、国
の
仕
事
や
独

立
行
政
法
人
、認
可
法
人（
公
団
、

鈴木久代さん今井勇さん

　和泉恵理さん（受賞当時一中３年、現在長狭高校
１年）は第57回千葉県小中高校書初め展で文部科学大臣賞を
受賞し、それにより３月24日付けで市教育委員会表彰を受け
ました。
　小学1年生から書道をはじめた和泉さんは、今回の出展に
際し、300枚ほど練習。安房郡市の中から中学３年生で２人
の代表に選ばれ、１月23日に千葉県総合運動場体育館で行わ
れた席書会に参加。このときの作品が文部科学大臣表彰に選
ばれました。
　文部科学大臣表彰は、小・中・高校で１人ずつに贈られるも
ので、和泉さんは千葉県の中学生のトップとなったもの。
　「〈世界の野鳥〉の中で〈野鳥〉のバランスが難しかった。
２ヶ月程度練習を重ねましたが、書道をしているときは気持
ちが落ち着きます」
　４月から長狭高校に進んだ和泉さんだが、将来は「高校の
書道の先生になるのが夢」と話していました。

県内中学生のトップ
文部科学大臣賞受賞

教育委員会では、各分野で県下トップの成績を収めた児童生徒に表彰を行い、その栄誉をたたえています。
今回、書道と音楽の部門で優秀な成績を収めた２人の生徒を表彰しましたので、その内容をお知らせいたします。
問合せ／学校教育課（�22－3694）

　田村麻里さん（受賞当時二中１年、現在
２年）は、千葉市中央区の「ぱるるプラザ千葉」で開催
された、第18回千葉県吹奏楽個人コンクール中学生

２年連続
千葉県吹奏楽連盟
理事長賞受賞

木管楽器部門で、トップの成績に贈られる理事長賞（クラリネット部門金賞）に輝きました。また、一緒に伴奏し
た妹の田村実央（館山小3年）さんも最優秀伴奏者賞を受賞。
　田村さんは昨年、館山小6年の時も小学校部門で理事長賞を受賞しており、今回で２年連続の受賞。教育委員
会表彰も２年連続２度目となりました。今回の大会ではクラリネットの中学生部門に参加した生徒のうち、１年
生は田村さんだけで他の子はすべて２・３年生。その中での理事長賞受賞だけに周囲の評価も高い。
　「妹と一緒に練習してきて、本番は楽しく演奏できました。これからも練習して、もっときれいな音が出せるよ
うがんばりたい」将来は国家公務員になって中央官庁で働きたいという田村さんに三平教育長は「先日、南総文
化ホールでフルートのコンサートを開いた河合隼雄文化庁長官のように、仕事と芸術の両立ができる人を目標
にがんばってください」とエールを送りました。

国
の
仕
事
、独
立
行
政
法
人
、特
殊
法
人
な
ど

私
た
ち
に
相
談
く
だ
さ
い
！

事
業
団
な
ど
）の
仕
事
に
つ
い
て
、

相
談
に
応
じ
ま
す
。

    

行
政
相
談
日
は「
だ
ん
暖
た
て

や
ま
」の
毎
月
15
日
号
で
、お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

　
問
合
せ
／
市
民
相
談
室（
�
22

―
３
１
９
９
）

安房博物館

和泉さんと受賞作品

三平教育長から表彰をうける田村さん

せら知お



　　
仕
事
な
ど
で
、平
日
に
納
付
で
き

な
い
人
を
対
象
に
、５
月
は
日
曜
日

に
納
税
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。市
県

民
税
、固
定
資
産
税
、国
民
健
康
保

険
税
な
ど
の
市
税
、介
護
保
険
料
の

納
付
、納
付
が
困
難
な
人
へ
の
納
税

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
現
在
、所
得
制
限
で
児
童
手
当

を
受
け
て
い
な
い
人
も
、昨
年
の

所
得
に
よ
っ
て
は
、６
月
分
か
ら

受
給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
は
、平
成
８
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
児
童
を
養
育
し
、

所
得
が
一
定
額
未
満
の
人
で
す
。

15
年
中
と
比
べ
て
所
得
が
減
っ

た
り
、扶
養
の
人
数
が
増
え
た
場

合
は
、５
月
中
に
社
会
福
祉
課
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。５
月

を
過
ぎ
る
と
、手
続
き
の
翌
月
分

か
ら
支
給
と
な
り
ま
す
。

　
手
続
き
に
は
印
鑑
、請
求
者
の

口
座
振
替
が
便
利
で
す

口
座
振
替
が
便
利
で
す

口
座
振
替
が
便
利
で
す

口
座
振
替
が
便
利
で
す

口
座
振
替
が
便
利
で
す

67 だん暖たてやま 平成17年５月１日

　第７回となる「あわ夢まつり」。葛飾区立保田養護
学校の歌と踊り、方言のコント、大型紙芝居「小沼の
花咲か和尚さん」、パネルシアター、南総みよし烈華
隊による「よさこいソーラン」などが今年の目玉で
す。託児の設備も用意しています。
　日時／５月29日（日）午後12時30分開演
　場所／南総文化ホール
　内容／人形劇、マリオネット、紙芝居、手品、影絵、
車椅子ダンス、販売コーナー（中里ワークホーム、ふ
れあいハウス、こっこの家）、点字お試しコーナー
（ふぁっとえばー）、手作り甲冑の展示・試着コーナー
（南総里見手づくり甲冑愛好会）、貝や流木の展示（海
辺の鑑定団）
　入場料／ワッペン代300円。南総文化ホールや文
化ホール友の会（コミセン内）で販売しています。
　問合せ／あわ夢まつり実行委員会
　　　　　松苗禮子（�22―6790）

ま つ りわ 夢 児
童
手
当
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
！

郵
便
局
以
外
の
預
金
通
帳（
カ
ー

ド
）、健
康
保
険
証
が
必
要
で
す
。

こ
の
他
に
、平
成
17
年
１
月
２
日

以
降
に
市
内
に
転
入
し
た
人
は
、

「
平
成
16
年
分
の
所
得
証
明
書
」

が
必
要
で
す
。所
得
証
明
書
は
、

17
年
１
月
１
日
に
住
ん
で
い
た
市

区
町
村
か
ら
取
り
寄
せ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、６
月
頃
ま
で
発
行

さ
れ
な
い
の
で
、５
月
中
に
請
求

　　
児
童
虐
待
は
、未
然
防
止
、早

期
の
発
見
・
対
応
が
重
要
で
す
。

法
律
の
改
正
で
、市
が
児
童
虐
待

な
ど
児
童
相
談
の
窓
口
と
な
り
、

児
童
相
談
所
が
よ
り
困
難
な
事

例
に
対
応
し
ま
す
。「
気
に
な
る

な
」と
感
じ
た
ら
、す
ぐ
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。連
絡
し
た
人
の
秘

密
は
守
り
ま
す
。

●
虐
待
が
疑
わ
れ
る
例

【
子
ど
も
の
場
合
】

・
不
自
然
な
打
撲
や
、や
け
ど
な
ど

が
あ
る
・
夜
遅
く
ま
で
、は
い
か
い

な
ど
を
し
て
い
る
・
衣
服
が
極
端

に
汚
れ
て
い
る
・
学
校
に
行
く
姿

を
見
か
け
な
い
・
過
度
に
乱
暴
で

あ
る

【
保
護
者
の
場
合
】

・
し
ば
し
ば
大
声
を
あ
げ
、子
ど
も

や
家
族
に
暴
力
を
振
る
う
・
夜
遅

く
ま
で
帰
宅
し
な
か
っ
た
り
、夜

間
子
ど
も
だ
け
で
過
ご
さ
せ
る
・

子
ど
も
が
け
が
や
病
気
に
な
っ
て

も
、医
者
に
診
せ
よ
う
と
し
な
い
・

子
ど
も
に
対
す
る
ほ
か
の
人
の
意

書
だ
け
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。個

別
通
知
を
し
な
い
の
で
、忘
れ
ず

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
受
給
中
の
人
は
、５
月
末

に
現
況
届
を
送
付
し
ま
す
。６
月

中
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
・
提
出
先
／
社
会
福
祉

課（
�
22
―
３
４
９
２
）

児
童
虐
待
な
ど
の
相
談
窓
口
を
開
設

日
曜
日
に
納
税
窓
口
開
設

人形劇や紙芝居

　
日
時
／
５
月
15
日（
日
）、22
日

（
日
）、29
日（
日
）時
間
は
い
ず
れ
も

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で

　
場
所
／
納
税
課（
市
役
所
１
階
）

　
日
曜
日
の
納
税
窓
口
の
ほ
か
、

次
の
日
程
で
毎
週
木
曜
日
に
納
税

窓
口
を
午
後
７
時
ま
で
開
設
し
ま

す
。

　
日
時
／
５
月
12
日（
木
）、19
日

（
木
）、26
日（
木
）時
間
は
い
ず
れ
も

午
後
７
時
ま
で

　
問
合
せ
／
納
税
課（
�
22
―
３

２
５
７
）

　　
市
税
の
納
付
は
口
座
振
替
が

便
利
で
す
。自
動
的
に
払
い
込
ま

れ
、納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
口
座
振
替
の
手
続
き
は
、市
内

各
金
融
機
関
及
び
郵
便
局
に
預

市
税
の
納
付

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

見
を
聞
き
入
れ
な
い

　
連
絡
先
／
健
康
課（
�
23
―
３

１
１
３
）館
山
市
家
庭
児
童
相
談

室（
�
22
―
３
１
１
１
　
内
線
576
）

千
葉
県
君
津
児
童
相
談
所（
�
０

４
３
９
―
55
―
３
１
０
０
）

春の市内一斉清掃
　5月20日（金）から6月5日（日）は、春の「まちを
愛する週間」です。期間中の5月29日（日）に、市内
一斉清掃を行います。
　当日は、空き地などに散乱している空き缶、空
きビンなどを、各地区の決められた場所に搬出し
てください。
　日時／5月29日（日）午前8時30分から午前10
時【雨の場合は6月5日（日）に延期】
　問合せ／環境保全課（�22―3354）

5月2 9日（日）は★ ★

日時／５月31日（火）12：30～15：10
会場／千葉県教育会館大ホール（千葉市中央区）
内容／・講演「消費者の権利の尊重と自立支援に
　　　　　　向けて」
　　　・講師：池本誠司氏（弁護士）
　　　・ショートプレイ（寸劇）
定員／500人
        （申込み多数の場合は抽選、参加費無料）
申込方法／はがき、ファックスまたはEメールで、郵
便番号、住所、氏名、電話番号、参加人数を記入して
申込む。電話でも可。
締切／５月19日（木）必着
問合せ・申込／〒260―8667　県庁県民生活課　
消費者行政推進室
�043―223―2296　Fax 043―201―2613
メールアドレス　syouhisya@mz.pref.chiba.jp

「消費者フォーラム消費者フォーラム消費者フォーラム消費者フォーラム消費者フォーラムininininin千葉千葉千葉千葉千葉」

　三芳水道企業団では、平成17年度水質検査計画を
公表しています。この計画は、水道法の規定に基づ
き、今年度実施する水質検査の項目や回数、採水地点
などを定めたものです。
　計画書は、三芳水道事業団事務所で閲覧できるほ
か、ホームページでもご覧になれます。

水質検査計画を公表
平成17年度

　問合せ・閲覧場所／三芳
水道企業団（北条1145―
1　館山市役所２号館３
階　�22―３７２９　
ホームページアドレス
http://www.awa.or.jp/

home/pww_344）

研
修
合
同
キ
ャ
ン
プ
２
０
０
５
IN
館
山
を
開
催

　　
４
月
１
日
か
ら
４
日
ま
で
、出

野
尾
の
多
目
的
運
動
場
で
研
修
合

同
キ
ャ
ン
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。J
リ
ー
グ
の
下
部
組
織
に
所

属
す
る
札
幌
か
ら
福
岡
ま
で
の
12

チ
ー
ム
約
300
人
の
選
手
が
、普
段

対
戦
で
き
な
い
チ
ー
ム
と
の
練
習

試
合
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
４
日
は
、朝
方
ま
で

雨
で
し
た
が
、グ
ラ
ン
ド
の
水
は

け
が
よ
く
予
定
通
り
試
合
を
実
施

で
き
ま
し
た
。選
手
た
ち
は
市
内

３
ヵ
所
の
宿
泊
施
設
に
滞
在
し
、

自
主
的
に
海
岸
清
掃
を
行
っ
た

チ
ー
ム
も
あ
り
ま
し
た
。

帆船の館山湾滞在情報
　帆船「日本丸」が館山湾に滞在しま
す。日程は事情により変更になる場合
があります。一般公開は行いません。
　滞在期間／5月18日(水)から5月
20日(金)
　問合せ／海辺のまちづくり推進課
（�22―3606）

貯
金
通
帳
、通
帳
の
届
出
印
、市
税

の
納
税
通
知
書
を
持
参
の
う
え
、

直
接
、手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
／
納
税
課（
�
22
―
３

２
５
７
）

せら知お

あ



　
心
と
頭
と
体
の
若
返
り
教
室

「
も
う
い
ち
ど
中
学
生
」を
開
催

し
ま
す
。

　
青
春
時
代
に
戻
っ
て
も
っ
と

勉
強
し
て
み
た
い
人
、最
近
外
出

す
る
機
会
が
減
っ
て
し
ま
っ
た

人
、「
も
う
い
ち
ど
中
学
生
」に
入

学
し
ま
せ
ん
か
？
中
学
校
の
教

科
書
か
ら
、今
ま
で
気
づ
か
な

か
っ
た
新
し
い
発
見
や
感
動
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
日
時
／
６
月
７
日（
火
）か
ら

翌
年
３
月
14
日（
火
）の
間
、毎
週

火
曜
日（
全
36
回
）。時
間
は
い
ず

れ
も
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
前

　
市
で
は
、80
歳
に
な
っ
て
も
自
分

の
歯
を
20
本
以
上
保
と
う
と
、８
０

２
０（
ハ
チ
マ
ル
・
ニ
イ
マ
ル
）運
動

を
進
め
て
い
ま
す
。こ
の
コ
ン
ク
ー

　
千
葉
県
で
は
、交
通
安
全
活
動

に
関
心
と
意
欲
を
持
ち
、地
域
で

活
動
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。小
学
校
区
な
ど
を
単

位
に
、通
学
路
で
の
街
頭
活
動
な

ど
、日
常
的
な
交
通
安
全
活
動
を

行
い
ま
す
。

　
隊
員
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

の
加
入
、帽
子
の
支
給
、研
修
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　
応
募
資
格
／
県
内
に
住
む
平
成

元
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
で
、月
に
１
回
以
上
活
動
を
行

え
る
人

　
募
集
人
員
／
小
学
校
区
な
ど
を

単
位
に
５
か
ら
20
人
程
度

　
募
集
期
間
／
５
月
６
日（
金
）か

ら
５
月
31
日（
火
）

　
市
民
の
主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り

活
動
に
対
し
て
、活
動
費
の
一
部

を
補
助
す
る「
特
色
あ
る
ま
ち
づ

集募

89 だん暖たてやま 平成17年５月１日

市
民
グ
ル
ー
プ
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
応
援
！

「
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
」

く
り
活
動
支
援
事
業
」の
応
募
受

付
を
開
始
し
ま
す
。昨
年
度
は
、４

団
体
の
活
動
に
対
し
て
補
助
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、自
主
的
に
地
域

活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、地
域
の

環
境
保
全
、伝
統
文
化
の
継
承
な

ど
を
行
う
市
民
団
体
の
活
動
を
支

援
す
る
こ
と
で
、市
の
発
展
と
活

性
化
を
図
り
、個
性
豊
か
な「
ふ
る

さ
と
館
山
」を
創
出
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。今
年
度
が
最
終
と

な
り
ま
す
。

　
対
象
事
業
／
特
色
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
調
査
・
研
究
、実
践

な
ど（
既
に
市
の
補
助
を
受
け
た

事
業
と
同
内
容
は
除
く
）

　
対
象
団
体
／
ま
ち
づ
く
り
の

新
た
な
事
業
を
計
画
・
実
施
す
る

団
体
で
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
団
体
①
ま
ち
づ
く
り
活
動

を
実
践
、計
画
し
て
い
る
５
人
以

上
の
団
体
、②
主
に
市
内
在
住
者

で
構
成
し
、ま
ち
づ
く
り
に
意
欲

の
あ
る
団
体
、③
お
お
む
ね
３
年

以
上
継
続
し
て
事
業
を
実
施
す
る

団
体

　
対
象
経
費
／
①
活
動
を
推
進
す

る
う
え
で
、必
要
な
視
察
に
要
す

る
費
用
、②
指
導
・
助
言
な
ど
の
た

め
の
講
師
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
依

頼
す
る
費
用
、③
そ
の
他
実
践
活

動
に
必
要
な
経
費

　
補
助
率
・
限
度
額
／
１
団
体
10

万
円
を
上
限
に
事
業
費
の
２
分
の

１
以
内（
１
年
限
り
）

青
春
時
代
に
戻
っ
て
！

も
う
い
ち
ど
中
学
生

　館山市婦人スポーツクラブでは、第11回親善
ソフトバレーボール大会の参加チームを募集し
ています。ソフトバレーボールは４人１組で、
ボールもやわらかく初心者でも楽しめます。個
人でも参加できます。
　日時／５月15日（日）午前８時30分から正午
　会場／館山市営市民体育館（館山二中内）
　参加資格／①小学生以上の館山市民
　　　　　　②大会に出場して試合のできる
　　　　　　　健康な人

　

気持ちいい汗、流しませんか？

　
応
募
方
法
／
県
民
セ
ン
タ
ー
、

市
社
会
安
全
課
、警
察
署
に
備
え

付
け
の
応
募
用
紙
か
千
葉
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
応
募
で
き
ま
す
。

　
問
合
せ
／
南
房
総
県
民
セ
ン

タ
ー
県
政
情
報
課（
�
０
４
３
８

―
23
―
１
１
１
１
）、県
庁
交
通
安

全
対
策
課（
�
043
―
223
―
２
２
６

３
）

交
通
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

交
通
安
全
推
進
隊

交
通
安
全
推
進
隊

交
通
安
全
推
進
隊

交
通
安
全
推
進
隊

交
通
安
全
推
進
隊

　　　　　　　　　　　
　参加費／１チーム1,000円
（保険代含む）個人での参加
は300円
　申込み／５月11日（水）ま
でにスポーツ課
（�22―3696）

夏
休
み
海
外
派
遣
事
業

夏
休
み
海
外
派
遣
事
業

夏
休
み
海
外
派
遣
事
業

夏
休
み
海
外
派
遣
事
業

夏
休
み
海
外
派
遣
事
業

　
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修

協
会
で
は
、小
学
校
３
年
生
か
ら

大
人
ま
で
を
対
象
に
、「
夏
休
み

海
外
派
遣
事
業
」の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
派
遣
先
／
ア
メ
リ
カ
、カ
ナ

ダ
、イ
ギ
リ
ス
、サ
イ
パ
ン
な
ど

　
主
な
内
容
／
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、

学
校
体
験
、英
語
研
修
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、野
外
活
動
体
験

　
定
員
／
派
遣
先
ご
と
に
15
人

か
ら
35
人

　
期
間
／
８
日
か
ら
21
日
間

　
参
加
費
／
13
万
か
ら
48
万
円

　
締
切
／
サ
イ
パ
ン
は
６
月
８

日（
水
）、そ
の
他
は
６
月
15
日

（
水
）

　
問
合
せ
／
財
団
法
人
国
際
青

少
年
研
修
協
会（
〒
160
―
０
０
０

４
東
京
都
新
宿
区
２
―
11
　
大

村
ビ
ル
３
階
　
�
03
―
３
３
５

９
―
８
４
２
１
　E

―m
a
il:

in
fo
.kskk.o

r.jp

）

　
申
込
み
／
５
月
31
日（
火
）ま
で

に
、所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
、企
画
課
へ
提
出
。書

類
審
査
、選
考
会
な
ど
で
交
付
団

体
と
補
助
額
を
決
定
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
企
画
課
企
画
調
整
係

（
�
22
―
３
１
６
３
）

「
母
と
子
の
よ
い
歯
」

「
高
齢
者
の
よ
い
歯
」

コ
ン
ク
ー
ル

ル
は
、歯
の
状
態
や
噛
み
合
わ
せ
、

き
れ
い
に
み
が
か
れ
て
い
る
か
な

ど
を
、歯
科
医
師
が
審
査
し
ま
す
。

　
日
時
／
６
月
９
日（
木
）午
後
１

時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30
分

　
会
場
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

▼
母
と
子
の
部

　
参
加
資
格
／
市
内
在
住
で
、平
成

16
年
４
月
１
日
か
ら
17
年
３
月
31

日
の
間
に
、３
歳
児
歯
科
健
康
診
査

を
受
診
し
た
幼
児
と
そ
の
父
母

　
市
内
の
海
岸
に
生
息
す
る
植
物

の
生
態
や
、環
境
保
護
に
対
す
る

意
識
を
高
め
よ
う
と「
四
季
の
海

岸
植
物
講
座
」を
開
講
し
ま
す
。

　
日
程（
全
４
回
）／
５
月
25
日

（
水
）平
砂
浦
海
岸
の
ハ
マ
ヒ
ル
ガ

オ
・
コ
ウ
ボ
ウ
ム
ギ
、７
月
22
日

（
金
）沖
の
島
の
ハ
マ
ナ
タ
マ
メ
・

ス
カ
シ
ユ
リ
、８
月
10
日（
水
）洲

崎
の
ハ
マ
ゴ
ウ
・
ハ
マ
カ
ン
ゾ
ウ

と
四
季
の
海
岸
植
物
、11
月
10
日

（
木
）富
崎
海
岸
の
イ
ソ
ギ
ク
・
ワ

ダ
ン

▼
高
齢
者
の
部

　
参
加
資
格
／
市
内
在
住
で
、４
月

１
日
現
在
、80
歳
以
上
の
人
で
、自

分
の
歯（
か
ぶ
せ
た
歯
、差
し
歯
で

も
可
）が
20
本
以
上
あ
る
人

　
賞
／
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
。安

房
郡
の
各
市
町
村
の
第
１
位
の
中

か
ら
、安
房
郡
市
の
代
表
を
決
め
、

千
葉
県
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
申
込
方
法
／
ハ
ガ
キ
に「
よ
い
歯

の
コ
ン
ク
ー
ル
参
加
希
望
」と
し
、

住
所
、氏
名
、年
齢
、性
別
、電
話
番

号
を
記
入
し
て
応
募
先
ま
で
。電
話

で
も
申
込
み
可
。

　
締
切
／
６
月
２
日（
木
）

　
問
合
せ
・
応
募
先
／
〒
294
―
０
０

４
５ 

北
条
740
―
１ 

健
康
課（
�
23

―
３
１
１
３
）

　
時
間
／
い
ず
れ
も
午
前
９
時
か

ら
午
前
11
時
30
分

　
場
所
／
現
地

　
講
師
／
山
井
廣
氏（
安
房
生
物

愛
好
会
会
長
）

　
定
員
／
40
人
程
度
。う
ち
バ
ス

利
用
者
は
24
人（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

　
参
加
費
／
保
険
料
100
円
程
度

　
締
切
／
５
月
13
日（
金
）

　
申
込
先
／
中
央
公
民
館（
�
23

―
３
１
１
１
）

た
て
や
ま
パ
パ
マ
マ
子
育
て
塾

　　
親
子
い
っ
し
ょ
に
自
然
の
中

で
、野
外
体
験
な
ど
を
重
ね
な
が

ら
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
み
ま
す
。

　
今
回
は
、
自
然
の
恵
み
体
験

コ
ー
ス
の
募
集
で
す
。

　
日
程
／
表
の
と
お
り

　
塾
長
／
渡
辺
一
義
氏（
レ
ク
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

　
対
象
／
小
学
生
と
そ
の
親
、家

　　日　時
５月2 8日（土）
   9:40～12:00

６月３日（金）
18:30～21:00
７月2 3日（土）
  4:30～  9:30
8月27日（土）
  9:00～12:00

　　　　内　　容
初夏の牧場体験
～お母さん牛の乳しぼりと
　　　　　仔牛のほ乳体験！～
山のホタルを見に行こう！

夏休み！定置網漁と
　　　　　　魚のさばき方体験
野鳥の森で昔のおもちゃを
　　　　　　　作って遊ぼう！

族
10
組
程
度（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

　
参
加
費
／
傷
害
保
険
料
、

材
料
費
な
ど
実
費
負
担

　
申
込
締
切
／
５
月
23
日

（
月
）

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
中
央

公
民
館（
�
23
―
３
１
１

１
）

11
時
30
分
ま
で（
１
日
２
単
元
実

施
）

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
対
象
者
／
市
内
在
住
の
中
高
年

齢
者

　
実
施
科
目
／
国
語
・
数
学
・
理
科
・

社
会
・
英
語
・
保
健
体
育

　
募
集
人
数
／
30
人（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

　
参
加
費
／
教
科
書
代

　
締
切
／
５
月
20
日（
金
）

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
健
康
課（
�

23
―
３
１
１
３
）

四
季
の
海
岸
植
物
講
座

▲八犬伝ランチョンマット
　（平成16年度）

ソフトバレーボール大会ソフトバレーボール大会ソフトバレーボール大会ソフトバレーボール大会ソフトバレーボール大会


